いふと ころ 鏡 をと り 出して、 まだらに 剝 げかかった 白 

粉の 顔 を 照らして 視 ていた。 

「中入りが 済む と、 もう 一 度い つもの 芸当 を ごらんに 

入れる か、 ^だ、 いや だ。 からだが 悪い とで もい つて、 

お 若の ように 二、 三日 休んで やろう かしら」 

「あら、 姐さん が 休んだら 大変です わ」 と、 お 君 はび つ 

くりした ように 眼 を 丸く した。 

「お 若さん が 休んで いるの はま だいい けれど、 姐さん 

に 引かれち や あ、 まったく 大変 だ わ」 と、 茶碗に 水 を 

汲んで 来た 他の 若い 女が 言った。 「あたし 達 は、 ほん 

まえげ い 

の前芸 です もの」 



向う 両国の 観 世 物 小屋で こんな 不意の 出来事が 人 を 

驚かした の は、 文化 三年の 江戸の 秋 ももう 一日で ちょ 

もなか み ひる 

うど 最中の 月 を 観ようと いう 八月 十四日の 昼の 七 つ 

(四時) 下がりであった。 座が しらのお 絹が 舞台で 突 

然に 倒れた ので、 見物 も 楽屋の 者 も 一時 は 驚いた が、 

お 絹 はすぐ に 楽屋へ 担ぎ込まれた。 あと は前芸 のお 花 

こうじょう 

がす こし 繋いで いて、 それから 太夫 病気の 口上 を述 

ベて、 いつもより 早目に 打ち出した。 

はんとき 

お 絹が ほんとうに 人心地の 付いた の は それから 半晌 

ばかりの 後で、 医者 はや はり 暑気 あたり だとい つた。 

しかし、 さの みに 心配す る ほどの こと はない、 こうし 



という 娘で、 その 店へ ときどきに 林 之 助が 入り込んで 

いると いう 噂が、 お 辰 やお 花の 口から 彼女の 耳に もさ 

さやかれ た。 勿論、 茶屋へ 行って 茶 を 飲んだ からと 

い つ て 不思議 はない が、 このごろ 自分のと ころへ ちつ 

とも 寄り付かな いという 事実に 照らし あわせる と、 そ 

れが 深い 意味 を もつ ている ように 疑われない でもな 

かった。 お 絹の 疑い は 一日増しに 根強くな つて、 もう 

この頃で はどうしても そうなければ ならない と 思われ 

るよう にな つ てきた。 

「今に 証拠 を 見つけて やる」 と、 彼女 は 心のう ちで 叫 

.f .0 ぐ す り 

ん でいた。 お 辰 やお 花に も 鼻薬 を やって、 お 里の 店 



はら ほんじよ 

ちりと かがやいて、 十四日の 月 を 孕んで いる 本 所の 東 

の 空 は、 ぼかした ように 薄明 かるかった。 川 向う の 列 

び 茶屋で はもう 軒 提灯に 火 を 入れて、 その 限りない 蠟 

燭の 火影が 水に 流れて 黄色く ゆらめいて いるの も、 水 

辺の 夜ら しい 秋の 気分 を 見せて いた。 

「じゃあ、 お 大事に …… 。 あした また …… 」 

お 辰と お 花 はお 絹に 挨拶して 別れた。 お 花 は 帰りに 

深 川のお 若の 家へ 寄って、 病気の 様子 をみ て 来る と 

言った。 

「そうして おくれよ。 あたし だって 又なん どき 倒れる 

力 知. W な レ 力ら」 



Irt ヽ ち。 
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「ああ、 もう 大丈夫 だよ」 

お 君に 酌 を させて、 お 絹 は 酒 を 飲んだ。 酒 は 舌に 苦 

いようで 味がなかった。 やっぱり からだが よくない の 

かしら こう 思う と、 彼女 は そぞろに 寂しくな つ た- 

女が 二十 二に もな つて、 ほとんど人 まじり も 出来ない 

ような、 こんな 稼業 をして いて、 末 はどう 成り 行く こ 

とであろう。 去年の 冬、 林 之 助と 別れてから、 お 絹 は 

めっきりと 肉の 衰え を 感じる ようになった。 さっきの 

ような ことが たびたび 続いたら —— と、 彼女 はう しろ 

かげぼうし 

の 壁に 映る 自分の 痩せた 影法師 を 思わず 見返らね ばな 



んで しま つ てまた 言った。 

子供 は 正直で ある。 正直な お 君の 口から こういう 保 

ことば 

証の 詞を きかされて、 お 絹 は 頼りない なかに も 何 だ 

か 心強い ように も 感じた。 

苦い 酒 も 無理に 飲んで いるう ちに 幾らか 酔いが ま 

わって きて、 自分 ひとりで くよくよ 考えて いても 詰ま 

らな いという ような 浮いた 気 も 起った。 このあいだ か 

ら 自分の 小屋へ 足ち かく 見物に くる 若旦那 ふうの 男が 

あって、 それ は 浅 草の 質屋の 息子 だとお 花が 話した こ 

とも 思い出された。 その 男 も まんざらの 男振りで はな 

じ .41 つ 

いなどと も 考えた。 自分が 舞台から 情の こもった 眼 



を 投げれば、 かれ を 捕虜に する こと はさの みむず かし 

くもない というよ うな、 一種の 誇り 心 も 起った。 そう 

は 思っても、 やはり 林 之 助が 恋しかった。 

お 絹と お 君が 夜露に ぬれて 一 つ 目の 家へ 帰り 着いた 

の は、 その 夜の 五つ ごろ (午後 八 時) であった。 家に 

は 毎日 留守番 をた のむ 隣り のお 婆さんが 眠そう な 眼 を 

して 待って いた。 お婆さん はお 土産の 折 を 貰って 喜ん 

で つた。 

「君ち やん。 戸 をお 閉めよ。 もうす ぐに 寝よう じ やな 

ヽ > I 

レカ」 

「はい」 



しかし 林 之 助 は、 彼女の 怪しい 眼 を 恐れる と 同時に、 

彼女の あたたかい 情け を 忘れる ほどの 不人情 者で はな 

かった。 彼 はお 絹 を 振り放そうと は 思わなかった。 さ 

りと て 余りに 接近す るの も 不安 であった。 つづめて 言 

つ 力 ま な わ ^9 

えば、 不即不離と いうよう な 甚だ あいまいな 態度で、 

二人の 関係 を 相 変らず 繫ぎ 合わ せて 行こう と 考え て い 

るので あった。 恋に 対して こうした 不徹底な 態度 を 取 

ると いう こと は、 決して 相手 を 満足させる 方法で はな 

かった。 お 絹の 胸に いろいろの 疑い や 妬みの 芽 を ふく 

の も 無理ではなかった。 

今夜 も その おそろしい 眼と 向き合つ ている。 



見えても おれ は大 川の 水、 あっさりと 清い もの だ」 

「悪く お洒落で ない よ」 と、 お 絹 は 男の 肩 を 一 つ 小突 

いた。 「お前さんが 不二 屋 のお 里と トチ 狂って いる こ 

と は 両国で みんな 知ってい るんだ よ。 さあ、 これから 

あたしと 一緒に 不二 屋へ 行って、 あたしの 眼の 前で お 

里と 手を切って おくれ」 

林 之 助 はいよ いよ 煙に まかれた。 彼が 友達と 一緒に 

ァ J の) J ろ 列び 茶屋 へ 入り込む - J と は 事実 であった。 不 

ニ屋 のお 里と も 馴染みであった。 しかし どう 考えても 

やま 

お 絹から こんな 難題 を 持ち掛けられる ような 疚しい 覚 

えはなかった。 



も あるので、 仕方がな しに 娘 を 両国へ 通わせて いる。 

七 年 前に 死んだ 惣領 の 息子が 今まで 達者で いたらと 

は、 母が 明け暮れに 繰り返す 愚痴であった。 

「よけいな お 世話 だが、 早くし つかりした 婿で も 貰つ 

たらよ さそうな もんだ が …… 」 と、 林 之 助 は 慰める よ 

うに 言った。 

カ^ 力と く 

「なんにも 株 家督が あるじ やなし、 なんで わたくし ど 

ものよう な 貧乏人の ところへ 婿 や 養子に 来る 者が ある 

もんです か」 と、 お 里 はさび しく 笑った。 「自分 ひとり 

ならば、 いっそ 堅気の 御 奉公に でも 出ます けれど、 母 

を 見送らな いうち はそう もまい りません I 



「又ち やん。 なに …… 」 

又 蔵に よび 出されて、 お 花 は 楽屋 口へ 起って 行った。 

一 一人 は 何 かしば らくさ さやき 合って いたが、 やがてお 

花 はに こに こしながら 戻って 来た。 その 時にはお 絹 は 

もう 舞台に 出て いた。 

「お 花さん。 齚 の 相手 は 知れた かね」 と、 楽屋 番の豊 

吉が 食い あらした 鲊の皿 を 片付けながら 訊いた。 

お 花 は 黙って うなずいた。 

「当てて みょう か。 浅 草の 五 r ー屋 さん。 どうだい、 お 

手の 筋だろう」 

「楽屋 番 さんに して 置く の は 惜しい ね」 



して 向島へ 駕籠で 行った。 豊吉 のい つた 通り、 浅 草 寺 

の 入相の鐘が 秋の 雲に 高く ひびいて、 紫と いう 筑波山 

の 姿 も、 暮れ かかった 川上の 遠い 空に、 薄 黒く 沈んで 

どてした 

みえた。 堤 下の 田圃に は 秋の 蛙が 枯れ がれに 鳴いて い 

た。 

もく ぼ じ 

一 一挺の 駕籠が 木 母 寺の 近所に おろされた ときには、 

料理 茶屋の 軒 行燈に 新しい 灯の かげが 黄色く 映って い 

た。 風雅な 屋根 付きの 門の なかには、 芙蓉の ほの 白く 

咲いて いるの が 夕闇の 底から 浮いて いるよう に 見えた _ 

お 絹と お 花 は その 茶屋の 門 をく ぐって 奥の 小 座敷へ 通 

される と、 林 之 助と 丁度 同い年ぐ らいの 町人 ふうの 若 



何にも 口惜しい と、 彼女の 癇癩は むらむらと 起った。 

それから 更に 面白くな いのは 千 次郎の 態度で あ つ た。 

なるほど 道楽者 だけに 話 も 面白い。 すべての 取り まわ 

-P ぼ 

しも 野暮で はない。 しかし その 野暮で ない の を ひけら 

かすよう な処 に、 お 絹に は堪 まらない ほど 不快の 点が 

多かった。 しょせん 彼の 胸に は、 色の 恋のと 名 づけら 

れ るよう な 可愛らし いもの を 持つ ている ので はない。 

しょうがん 

単に 一 種の 変り 物 を賞翫 する ような 心持ちで 自分 を 

もて あそぼう というに 過ぎない こと も、 お 絹に はよ く 

見透かされた。 

女中た ちに 対する 不平と、 千次郎 に対する 不快と、 



い 幕の ように 彼女の 蒼い 顔 をと ざして、 その あいだ か 

ら 物凄い 二つの 眼ば かりが 草 隠れの 蛇の ように 光って 

いた。 

「あたし、 もう 帰ります よ。 誰が こんな 所に いる もん 

か。 駕籠 を 呼んで くださいよ」 

八 

向島 を 出た お 絹の 駕籠 は 四つ (午後 十 時) 頃に、 向 

柳 原の 杉 浦 家の 門前に おろされた。 垂簾を あげて 這い 

出した お 絹 は、 よろ けながら 下駄 を 突つ かけて 立った。 



いって、 蔭で 若侍た ちに 笑われて いた。 

雨 は その 晩から 明くる日まで 降り 通した。 きょうの 

花火 はお 流れで あろうと、 林 之 助 は 雨の 音 を わびしく 

聞いた。 そうして、 雨の 降る 日に でも 遊びに 来て くれ 

と、 このあいだの 晚ぉ 里に ささやかれ たこと を 思い出 

した。 しかし 彼 はどうして もお 絹の 方へ 行かなければ 

ひる 

ならない と 思い直した。 きょう も 午 さがりで なければ 

出られなかった ので、 八つ (午後 二 時) 少し 前に 屋敷 

を 出て、 冷たい 雨の なか を 両国へ 急いだ。 

打ち どめの 花火 を 雨に 流された 両国の 界隈 は、 み じ 

なら しょうぎ 

めな ほどに 寂れて いて、 列び 茶屋 も 大抵 は 床几 を 積み 



そう ざ V 

惣菜 を 食う よりも、 途中で なに かあつた かいもの でも 

食って 行こうかと 思った。 お 絹が 起きて いれば 無論 

いっしょに 食う つもりで あつたが、 病人の 枕 もとに 

坐って 自分 ひとりで 食う 気に も なれない ので、 彼 は そ 

のま ま 出て 来たので あった。 お 絹の 家に いる 時に たび 

たび 食いに 行った ことがあ るので、 林 之 助 は 近所の 

軍鶏 屋へ はいった。 

彼 は 一 人で ちび りちび リと酒 を 飲んだ。 



その 晚の 四つ (十 時) 過ぎに、 林 之 助 は 屋敷へ 帰つ 

た。 

「どうも 遅くな つ て 済まない ね」 

門番のお やじに 挨拶して、 彼 は 自分の 部屋に はいつ 

た。 うすら 寒い 雨の 夜 を あるいて 来て、 内へ はいると 

急に 酒の 酔いが 発したら しく、 彼 はかつ かと ほてる 頰 

をお さえて 自分の 小さい 机の 上に しばらく 俯伏して い 

た。 それから しずかに 起ち あがって、 戸棚から 蒲団と 

よぎ 

衾 を ひき 出した。 彼 は 蒲団の 上に 坐り 直して 今夜の こ 

と を 考えた。 



彼 は 両国の 軍鶏 屋で 一 人 さびしく 飲んで いた。 しだ 

いに 酔いが まわって 来る に 連れて、 彼 はお 里の こと を 

ふと 思い出した。 雨の 降る 日に でも 遊びに 来て くれと 

ささやかれた 甘い 言葉 を、 又しても 思い出した。 きょ 

うの 雨で 花火 はお 流れに なって、 列び 茶屋 も 大抵 休ん 

でい る こと を 彼 はさつ き 見て 知ってい るので、 お 里 は 

うち- 

家に いるに 相違な いと 思つ た。 

「これから 行って 見よう かしら」 

林 之 助 はふら ふらと そんな 気に もな つた。 お 絹の 影 

が 彼の 頭から 消された のではなかった が、 酔って いる 

彼 は、 なに、 かまう もの かと 大胆に 構えた。 単にお 里 



「ええ。 けさまで 何ともな かったん だそう です がね。 

どうしたん でしよう。 迎 いの 人の 口ぶり じゃあ もうい 

けない らし いんです よ」 と、 ぉ染も 顔をしかめて 言つ 

た。 「その 話 を 聞く と、 可哀 そうに 里ち やん はわ あつ 

と 泣き出して …… 。 あの 子 ふだんから 親孝行 なんです 

からね。 いよいよ いけない となったら、 さぞが つかり 

する でしよう I 

「そり や あ 気の毒 だね」 

弥太郎 もさす がに 顔の 色 を 陰らせた。 林 之 助 は 茶碗 

を 持って いる 手 さきが ふるえた。 病身と はかね て 聞い 

ていたが、 現に 先月 末の 花火の 晚には 近所の 百万遍の 



一 一人 は 黙 つ て 火鉢の 前に 坐 つていた。 

そのうち にお 君 は 薬 鍋 を 持ち出して 来て、 火鉢の 上 

で 煎じ はじめた。 林 之 助 は 黙って 煙草 をのみながら、 

渋 団扇で 火 を 煽いで いるお 君の 小さい 手 さき を 唯 ぼん 

やりと 眺め ていた。 やがて 鍋の 蓋が) J と ごとお どると、 

強い 句い を 含んだ 薬の けむりが 靡く ように 林 之 助の 袖 

に 白く 流れた。 お 里の 家に もこん な 匂いが 漂って い 

るか、 それとも 線香の けむりが 舞って いるかと 思う と、 

どっち を 向いても 涙 を 誘われる ことが 多かった。 

林 之 助 はこと しの 秋の わびし さに 堪えられなかった。 



娘が 四、 五 人 ごたごた 坐って いて、 逆さに 立て まわし 

た 古い 屏風の かげから は 線香の 煙りが うず 巻いて 流れ 

ていた。 その 屏風の そばに 蒼い 顔のお 里が しょんぼり 

しま だ いちょう がえ 

と 坐って いたが、 彼女 は 島 田 を ほどいて 銀杏 返しに 結 

い 替えて いるので、 林 之 助 はちよ つと その 顔が 判らな 

いほ どに 寂しく 見えた。 

ひる 前に は 隣り のお かみさんが 話しに 来た。 その 時 

まで は 阿 母 も 別に 変った 様子 もなかった。 胸が 少しせ 

つない よう だと 言って いたが、 やはりい つもの ように 

火鉢の 前で &褸 とじく りな ど をして いた。 ひる 飯 を 

食って しまって、 台所へ 茶碗 小鉢 を 洗いに 出る と、 彼 



かった。 夜が あける と、 今朝 も 拭った ような 秋晴れで、 

， .1 ん じき 

となり 屋敷の 大 銀杏の 葉が 朝日の 前に 金色に かがやい 

ていた。 高い 空に は 無数の 渡り鳥が 群れて 通った。 そ 

の 青空 をみ あげてい るう ちに、 林 之 助の 頭 はまた 新し 

くな つた。 

いちず 

ゆうべ は 一途にお 絹 を 憎んで いたが、 罪 はや はり 自 

分に ある。 こうした 関係 を いつまでも 繋いで いたら、 

お 絹 もお 里 も 自分 もます ます 深い 苦しみの 底へ 沈んで 

ゆく ばかりで ある。 気 を 弱く 持って いて は 果てしが な 

い。 どうしても ここでお 里に 因果 を ふくめて 赤の他人 

になる より ほか はない。 無慈悲の ようで も いっそ 一日 



彼 は 小半晌 ばかりで 病人の 枕 もと を 起った。 

帰る ときに 豊吉が 格子の 外まで 送って 出た。 

「旦那、 よう ござんす かえ。 姐さん は 九死一生 という 

場合なん です ぜ。 お 屋敷の 御用 は 仕方が ありま せんが、 

ほかの 何事 をお いても ここへ 来な けり や あ 義理が 済み 

ません ぜ。 どうで 死ぬ もんだ からなん て 薄情な こと は 

し つ ， J なしです ぜ」 

林 之 助 はだ ま つ てうなず いた。 

「不二 屋 のお 里のお ふくろが 死んだ そうです ね」 と、 

豊吉 はまた 言った。 

どこか 急所 をえ ぐられ たように、 林 之 助 ははつ と頦 



色 を 変えて、 すぐに は 返事が 出来なかった。 

十四 

ひる 

林 之 助が 帰る と、 やがて 午が 近づいた。 青物 巿 もも 

うそろ そろ 引ける 時刻に なった ので、 観 世 物 小屋に 用 

の ある 人た ち は 一度に 起った。 豊吉 とお 若 は 連れ立つ 

• つと-つと 

て 帰った。 お 絹 はもが き 疲れて しばらく 昏々 と睡 つて 

いた。 隣り のお 婆さん もこの 間に 家の 用 を 片付けて 来 

たいとい つ て 帰った。 

お 絹の 枕 もとに はお 君が 一 人 さびし そうに 坐 つてい 



めた。 彼女が 再び 箱 をた たくと、 待ち かねてい たよう 

に 第二の 青い 蛇が 穴から 首 を 出した。 お 絹 はかれに も 

神酒と 米 を あたえた。 そうして、 同じように あたし を 

忘れるな と 言って 聞かせた。 かれが 穴に 隠れる と 更に 

第三の 青い 蛇が 頭 を あらわして、 これ もお 絹の 手から 

神酒と 来と を 授けられて、 嬉しそうに 首 を 垂れて いた。 

彼女 は その 蛇の 首 をつ かんで 穴から ずるずる とひき 出 

まのお 

すと、 蛇 は 二つに 裂けた 紅い 舌 を火焰 のように へらへ 

らと 吐き出しながら、 お 絹の 痩せた 手首へ たわむれる 

ように 絡みつ いた。 

A 铫子 出る とき や 涙で 出た が …… 



小声で 唄いながら、 お 絹 は 片手で 膝 をた たいて 拍子 

を 取る と、 蛇 は なめらかな 膚に 菱形の 尖った 鱗 を 立 

てて、 まぶたの ない 眼 を 眠る ようにと じた。 しかし か 

れ はい つまで も 安らけ くその 音楽 を 聞いて いる こと を 

許されなかった。 

A 今 じゃ姚 子の 風 もい や …… 

唄の 声が ふるえながら 消える と 同時に、 彼女 は 尾の 

先 きをつかんで、 ずるずると 手首から 引き ほどかれた。 

「君ち やん。 お前、 知ってい るだろう。 こうして、 こ 

うす るんだ よ」 

尾 をつ かまれた 蛇 は緦を わがね たように 円 を 描いて、 



空 を 一 一つ 三 つ 舞った かと 思う と、 その 持ち主の 細い 頸 

にくる くると まき 付いた。 お 絹 はお 君 を 見返って にや 

りと 笑った。 お 君 は 身 を 固く して じっと見 つめていた _ 

「さあ、 いいから お帰り」 

第三の 蛇 もお 絹の 頸 を 離れて、 もとの 箱の 穴へ 追い 

やられた。 

「あたしが 死んだら ば、 お前 も やっぱり この 商売に な 

るかえ」 と、 お 絹 は 訊いた。 

み どし 

「あたし、 巳年で ないから 駄目です わ」 

「そうと も 限らない。 お 若 だって 巳年 じ やない けれど 

…… 」 と、 お 絹 は 考えて いた。 「だが、 まあ、 止した 方 



あった。 お 絹 は 急に 夢から 醒めた ように もがいて、 再 

び 蛇の のた くるよう に 蒲団の 上 を 這い まわった。 彼女 

は 林 之 助の 名 を 二度 呼びつ づけた。 三度 目に お 里の 名 

を 呼んだ。 

十五 

豊吉が 向 柳 原の 屋敷へ あわただしく 龃け 付けた の は、 

その 夜の 五つ 半 (午後 九 時) ごろであった。 

「お 絹さん はとうとう いけませんでした」 

「ふむ。 いつ 頃 …… 」 と、 林 之 助 もさす がに 顔色 を 変 



ではない、 今夜 行かな いのも 自分の 薄情から ではない 

と、 彼 はいろ いろの 理屈 を かんがえて 努めて 自分 を 弁 

護しょう と 試みた。 それでも 何だか 自分に うしろ 暗い 

点が あるよう に 危ぶまれた。 

彼 は 今にも ここへ お 絹の おそろしい 眼が 現われて 来 

はしまい かと 恐れられた。 お 絹に 別れた こと も 悲し 

かった。 うるさい とか 執念ぶ かいと か 思いながら も、 

き. 19 な 

彼女と 自分との あいだに は 切る ことので きない 絆が 

しっかりと 結び付けられて いたのであった。 自分 も 無 

理に それ を 振り切ろうと はしなかった。 その 絆が 自然 

に 切り放されて、 自分 は 今 初めて 自由の 身と なった。 



であった。 

門番 は 素直に 貸して くれないの を 林 之 助 はいろ いろ 

き き 

に 頼んだ。 それでも 彼は肯 かなかった 〔# 「肯 かな かつ 

た」 は 底本で は 「肯 かなった 匕。 門番 は 林 之 助が 蛇つ か 

いの 小屋 や 列び 茶屋へ 足 近く 入り込む こと を 知ってい 

るので、 彼の 銀の 入り 途を 疑って、 そういう 不信用の 

人間に 大事の 金 を 貸されない というよ うな 口ぶりで、 

あくまでも 頭 を 振り 通した。 

林 之 助 も 根負けが して、 仕方がな しに 屋敷 を 出た が、 

どう 考えても 空手で は 行かれなかった。 彼 は 友達の 梶 

田 弥太郎 のと ころへ 行って 頼もうと 思った が、 これ か 



ら 訪ねて 行っても 果たして 家に 居る かどう だか 判らな 

かった。 居た ところで きっと その 銀が 出来る かどう か 

も 疑問であった。 そんな ことに 暇取って いるう ちに、 

葬い が 出て しまって は 何にも ならない と、 林 之 助 はむ 

やみに 気が 急いた。 

「ええ、 もう 仕方がない」 

彼 は 思い切って 馴染みの 質屋へ かけ 込んで、 大小 を 

投げ だして 銀 を 借りた。 武士の 大小で あるから 片時 も 

離す こと はでき ない。 今夜 じゅうに はきつ と 請け出す 

と 番頭 を 口説いて、 彼 は 二 両ニ歩 を 借り出した。 それ 

を瞎 ろに して 本 所へ 一 散に かけ UZ: ける と、 お 絹の 棺は 



り 出された。 お 若 もお 君 も 目 を 泣き腫らして 棺の そば 

に 付いて行った。 林 之 助 も 家の外まで 送って 出る と、 

ゆうぐれの 町に は 秋の 霧が 薄く 迷って、 豊吉 とほかの 

二、 三人が 振り 照らして ゆく 提灯の 灯の 影 は、 その 霧 

隠れに ぼんやりと ゆれて 行った。 それ を いつまでも 見 

送 つ て 立つ 林 之 助の 眼に は 涙の あとが 乾かな か つ た。 

引つ 返して 内へ はいると、 隣り のおば あさんが 留守 

番 役に ひとり 坐って いた。 林 之 助 は 彼女から お 絹の 臨 

終の 有様な ど を 詳しく 聞いた。 お 絹が 最後に お 里の 名 

を 呼んだ の を 知って、 彼 はまた ぞっとした。 

寺 は 深 川で、 見送りの 人た ち も 四つ (十 時) 前に は 
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